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 がん抑制遺伝子 RB の失活は多くの悪性腫瘍において認められることから、最も重要な発がん原因

の一つであると考えられている。この事実を基に、RB を中心としたがんの予防法、診断法、治療法の

開発を志した。先ず、分子標的予防という概念を提唱し、発がんの主原因の一つである RB の失活を

標的とした予防法の開発研究を開始した。実際に多くの発がん予防食品成分が種々の経路で最終的

に RB を活性化することを見出した。その後、世界中の果実ジュースの中から複数の RB 再活性化能

を有するジュースを企業との共同研究により見出しつつある。また、ヒトがん組織において、実際に

RB が失活しているか否かに関して、約 8 割の消化器癌において隣接する正常組織に比して、CDK2
活性が高値でありRBがタンパク質レベルで失活していることを、シスメックス社との共同研究により見

出した。その後、大阪大学野口眞三郎教授らの研究により、早期乳癌の再発予測にこの CDK2 活性

を定量する診断システムの有用性が証明され、現在では C2P ブレストという受託診断サービスが行

われるに至っている。 
 さらに、種々のがん分子標的薬は最終的に RB を再活性化させることに注目し、RB を再活性化させ

る薬剤をスクリーニングすることにより、cell-based assay で新規がん分子標的薬を発見する方法を

創案し、RB 再活性化スクリーニングと名付けた。このスクリーニング系をいくつかの企業に提案し、新

規 MEK 阻害剤 trametinib や新規 RAF/MEK 阻害剤 CH5126766 などを企業と共同で発見した。特

に trametinib は進行性 BRAF 変異メラノーマ患者に著効を示し、欧米他で、商品名 Mekinist として承

認された。欧米では、メラノーマの頻度が高く、長年有効な治療法に乏しかったため、British 
Pharmacological Society から、Drug Discovery of the Year in 2013 に選ばれた。その発見に至る

経緯も含めて紹介したい。 
 
 


